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水害の記録 (6・26梅雨前線豪雨）

発刊にあたって

新発田市長

近 寅彦

昭和53年6月25日から降り出した雨は、私達にとって悪夢のよ

うに忘れ得ぬこととなりました。その雨は27日になっても降りや

まず、 42年の8.28羽越水害をはるかに上回る最高 547ミリの総雨

鼠を赤谷で記録し、道路や堤防を決壊し、家屋浸水、田畑冠水な

どの大きな被害を続出させました。

当市は水に弱い都市ですが、過去の状況から梅雨期の 6月に発

生した水害は珍しいもので、私達はこの豪雨によってあらためて

社会経済の発展に関連した新しい災害の発生をもつよく認識させ

られました。

山が削られ課となり、緑豊かな丘陵や山野が住宅地に変わり、

遊水池機能を果していた沼沢や低平農地が埋め立てられてゆく傾

向が中小河川の破堤はん濫に拍車をかけておるのです。

いわゆる活山治水事業（造林・砂防・洪水調節ダム）や河川改修、

内水排除事業、さらにはん濫危険域の設定、洪水警報、水防避難シ

ステムの確立など豪雨災害を防止軽減する対策を急がねばなりま

せん。

幸い聖篭町をはじめ関係住民の方々の深いご理解とご協力によ

って、新発田川の抜本的改修が着々と進められていることは、私達

にとって誠にうれしく、感謝にたえません。

市民の全力を結集して放水路の一日でも早い完成に努めたいと念

じております。

最後に、災害復旧にご援助いただいた国・県ならびに全国各地

からのご好意に心から惑謝を申し上げます。

昭和 54年 3月



水喧や言己浚•経過
日 1時 間 経過及び内容

後午

5

6

5
 
2
 時

佐渡を除く県内に「大雨洪水注意報」発令

市は第］配備（準備体制）をとる

時雨が降りはじめる

9時 10分 1 「大雨洪水警報」発令

市は第 2配備（替戒体制）をとる

市役所犀上雨凪計で午後 8時から 9時まで

の 1時間に15ミリを観測

9時30分 1江口第 1頭首工の新発田川関係をはじめ他

の1’'」扉の閉鎖を要睛

9時40分市役所職員による市内パトロール開始

11時30分壁町 1丁目地内新発田川大堰（金升酒造裏）

付近床下浸水のため救助要睛あり。状況調

査のため市職員現地へ向う

11時50分 1大雨防報（第 1号）

「梅雨前線は新潟県付近に停滞し、雨の最

も多いところは中・下越地方に移ったJ
・ • -. --|.．．．.... -----.．-..．．.．．．-..．．．.．..．．.．.．．.．．．．．.．．．．．.．．.．．．．".．，．.．．-• ← -----•...... ----

26'FiifI 市役所屋上で降りはじめからの降雨駄 (6
0 時

時間）37ミリ

0時50分庚申堰余水吐のゲート全間

5時20分 「大雨洪水警報」の更新

6 時大雨情報（第 2号）

「午前 5時から 6時までの 1時間に、市役

所屋上で18ミ＇）を観測。累計雨凪 100ミリ。

加治illダムの放水屎333.7 トン、内の倉ダ

ムの放水駄141.1トンJ
市内各所で床下浸水発生

6時30分 1市職貝諸準備にかかる。パトロール班出動。

河川の増水進み、雨あし激しくなる。

7 時 I1甫（芋卸川）、松岡（松岡川）から麻袋及び砂の
要請。市車両班ショベルカーで大型ダンプ

ヘ山砂積み込み作業フル運転。

7時35分万才檎の堤防溢水。

8 時板山線束新町1丁目地内遥路上10七ンチ浸水

9時15分焼峰登山道の用水路15メートル決壊。

地元で麻袋を積む。

9時50分Im水谷から ii,J水園にかけて浸水。
その他河川の決壊危険。

10 時 1綱木との郡界用水路決壊のため、市対策本

部より麻袋100袋送る。

太田川・新発田川・赤沼川（佐々木地区）よ

り麻袋•砂・杭木等の要請あり。

市の手持ち麻袋5,000袋ほぼ出しきる。

10,000袋緊急手配。

10時20分 1大雨情報（第 3号）

「降りはじめて今朝 9時までに赤谷の降雨

駄 162ミリ、夕方から夜にかけて多いところ

で今後100ミ')~150ミリの見込み。」

-]-



（水害 の概況）
6月25日午後 6時から降り続いた雨は、 6月28日午前］0時までに束北電力加治川発電

所で783ミリ；赤谷出張所で547ミリ、新発田市役所で376ミリを記録した。

この試は、昭和41年の7.17水害、翌42年の8.28水害のときの降雨凪を上回る邸中萩雨

であった。

このため、新発田市全域にわたって被害が発生し、滝谷地区をはじめ、大槻・凹恨．

上中沢・佐々木・，為穴•砂山に相ついで避難準備、避難勧告をだしたほか、佐々木地区

では救出困難となり、自衛隊の出動協力を得て救出。

新発田川・太田川は、消防団はじめ、水防関係者の懸命な水防活動にもかかわらず破

堤、そして福島潟の溢水等によって、曽根・上中沢•佐々木・，為穴•砂山は孤立；l犬態と

なったが、水害対策本部でボート 7災を借上げ、避難者の救出に備える一方、巡回機動

班を派遣して人命の安全等に努めた結果、死傷者や家屋の全壊・流出はなかった。

家座の被害状況は、床上浸水257棟、床下浸水］， 164棟であった。

- 2 -



水釦記・経過
日I時 問 経過及び内容

26 

27 

午前

10時30分

11時 10分

後午

0

1

2
 
3時30分

4時30分

5 n寺30分

7ー

時

時

II寺

時

7時30分

811寺30分に

，
 

t
 ．＂ 
午

0

4
 

時

H寺

0時35分

2 JI寺10分

時:

新発田川消水谷地内道路上に溢水、

課でロープ張る。

太田川の佐々木地内危険ヵ所発生のため、

消防団員の出動要睛あり（貰橋下流、佐々木

駅哀、新発田川合流点付近）

「加治川水防筈報」発令、午後 0時までの市

役所届上の降雨凪149ミリ。

束新町 3丁目地内中田川溢水のため、麻袋

積み作業で住宅地浸水を防ぐ。

姫田川・田貝JII・滝谷線等に被害発生、

石川地内より麻袋要請あり。

佐々木保育園図児帰宅。

大雨情報（第 4号）

「降りはじめから午後3時までの赤谷の降雨

見244ミリ（県内最高）」

福島潟内堤防決壊。

「大雨洪水笞報」の更新。梅雨前線中部に停滞

翌浦町大伝本村地内で給水管が流失、 2戸

断水。給水タンクで応急給水。 (27日 午前

10時30分復1日）

断続的に激しい雨が降りつづく。新発田川

（佐々木地内ワゴードライ哀手）左岸浸遠水

決壊の危険。防止対策として技術貝の派逍、

浸水ヵ所に三ヵ月状に麻袋を積む。

大雨情報（第 5号）

「中・下越•佐渡地方を中心に 1時間に 15 ミ

リ前後の雨が降っている。赤谷で259ミリ

（午後 5時30分現在）

午後 9時までの市役所屋上降雨凪は152ミ

リ。雨足は強くなる。

通学等学校関係

通学路冠水のため、一部登校不能で自宅

待機、石川小 2人（小出川上流）、菅谷小

7人（五斗蒔）川束小10人（本間新田）

他は平常始業。午後低学年あるいは全校

一斉に職員や父兄の引卒で集団下校。

市街地中学校は平常授業。

万十郎川決壊の恐れあり、

市対策本部より送る。

大雨情報（第 6号）

市建設

下

麻袋2,000袋•砂

「梅雨前線南下、赤谷総雨凪282ミリ

最高）」

（県内

万十郎川へ麻袋1,000袋、砂、市対策本部よ

り送る。

雨足の強くなった26日午後 9時から今朝 4

時までの 1時間平均雨凪は約 7 ミリ。降り

はじめてからの市役所犀上総雨凪204ミリ。

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
六
日
の
水
害
（
六
・
ニ

六
水
害
）
は
、
本
州
の
太
平
洋
岸
に
停
滞
し
て
い
た

梅
雨
前
線
が
北
上
し
な
が
ら
活
発
と
な
り
、
新
潟
県

内
の
雨
は
二
十
五
日
夜
か
ら
や
や
強
ま
り
、
夜
半
か

ら
二
十
六
日
朝
方
に
か
け
て
佐
渡
と
下
越
地
方
で
大

雨
と
な
っ
た
。

新
潟
気
象
台
で
は
二
十
五
日
午
後
五
時
、
佐
渡
を

除
く
県
内
に
「
大
雨
洪
水
注
意
報
」
を
発
令
し
た
。

そ
の
後
、
同
日
午
後
九
時
十
分
に
「
大
雨
洪
水
普

報
」
同
十
一
時
五
十
分
に
「
大
雨
情
報
」
と
立
て
続

け
に
気
象
情
報
が
更
新
さ
れ
雨
も
間
断
な
く
降
り
続

き
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
と
な
っ
た
。

- 3 -



99999,

'
•999999999999999,

., •• ,.
,•9999999999,'

. 

患
"
"

雨
雨
雨
睛
批
雨
雨
嗚
批
批
批
批
羹
ー
~

•5349 

薄

2
2
3
3
 

・・'、_ノ

"
9
1
2
5
 

.

2

1

値

0
9
4
7
7
9
3
5
4
8
7
8
5
6
7
6
5
7
0

羽
5
9
6
8
7
2
6
5
7
2
~

の
年
度

日
訓
宝
患，
 

こg
干

髯

低

61311131013171711101517171
屈
1
1
"

帽
117117

翡
翡
m120119

盟
習
125

+{ 
ー
ツ

.

3

0

8
岡

.

2

1

2

カ

.
2
2
0
5
7
6
5
4
1
4
9
1
3
2
5
4
 
.
 

•••••••• 

＂ 

．． 

＿
 

2
1
2
0
2
1
2
0
1
5
2
0

翡

1
9
2
3
2
1
2
3
2
3

翡

2
5
~

"
4
1
9
1
2

伊
、
最
，

．．． 

屈
入
出
入
象
ー
）
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
し
）

9
5
7
6
4
8
6
3
3
1
9
1
.
 

2
0
2
9
 

~
日
日
月
月
と
―
メ
高
i
o
6
3
2

ー
3
0
0
0
1
0
&
1
1
0
"

乃

1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
3
~

3
 

五

2

う
最

3
5
0
3
3
3
5
3
6
A
J
9
6

与
~
3
~

"
8
2
2
1

翡

2
1
2
8
2
6
2
3
2
7
2
6
2
9
3
1
2
9
2
9
2
9
3
0
3
0
~

"
2

の

五

齢

辺

岡

越

渡

幌

田

台

京

野

岡

腐

阪

知

島

覇

i

月

き

"
6

．

古

児

5

＂
新
長
上
佐
札
秋
仙
束
妓
静
名
金
大
高
廊
那
~

.

.

.

.

.

.

.
 
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
ヽ

9
9
9
,

．
，

•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

．
,

（
新
潟
日
報
社
）

き
の
う
は
東
北
南
部
か
ら
新
潟
県
に
か
け
て
大
雨
と
な
り
、
―

1
0
0
ミ
リ

を
は
る
か
に
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
県
内
も
各
地
で
被
古
が
出
た
が
、

こ
の
大
雨
の
降
り
や
す
い
状
態
は
、
き
ょ
う
も
ま
だ
続
く
の
で
十
分
な
苔
戒

が
必
要
。
（
日
本
気
象
協
会
新
潟
支
部
）

下
越
・
中
越
南
寄
り
の
風
雨
で
時

々
強
く
降
る
あ
す
は
南
寄
り
の
風
嗚

り
一
時
雨
、
の
ち
一
時
賭
れ

上

越

南

寄

り

の

風

雨

で

時

々
抽
く
降
る
あ
す
は
南
寄
り
の
風
嗚

り
一
時
雨
、
の
ち
一
時
晴
れ

佐

渡

南

寄

り

の

風

雨

で

時

癸
雨
・
洪
水
誓
報
三
卜
六
日
午
後
五
時
三
十
分
新
肉
地
方
気
象
台
更
新
）

栂
雨
前
線
は
新
潟
眼
中
部
に
停
湘
し
て
お
り
前
線
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、

一
時
間
に
一

0
ミ
リ
を
超
す
強
い
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
。
二
十
七
日
は
前

線
上
を
低
気
圧
が
進
ん
で
く
る
の
で
、
強
い
雨
の
降
り
や
す
い
吠
態
は
、
ニ

十
六
日
夜
か
ら
二
十
七
日
い
っ
ぱ
い
続
き
、
今
後
の
雨
鼠
は
多
い
と
こ
ろ
で

一
五

0
ミ
リ
を
超
す
兄
込
み
。
こ
の
た
め
河
川
は
増
水
し
は
ん
ら
ん
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
ま
た
低
い
土
地
で
は
浸
水
の
程
度
が
大
き
く
な
り
、
ガ
ケ
崩
れ
、

山
崩
れ
の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
厳
重
な
笞
戒
が
必
要
。

空もよう
llI L'Jしll.”冶祠名,:,:,:;,::：：名・・』i」且L」l

々
強
く
降
る
あ
す
は
南
寄
り
の
風
嗚

り
一
時
雨
、
の
ち
一
時
晴
れ

海

上

波

が

や

や

邸

い

東

京

南

の

風

鳴

り

、

夕

方

か
ら
時
々
雨
あ
す
は
南
の
風
雨
の
ち

嗚
り



水害嘩噂•経過

5-

日 1時 間 経過及ぴ内容

27 | 5時30分
'疇I I松岡川村下決壊、国道・市道にも冠水、麻

袋2,000袋緊急輪送。

5時45分「洪水普報」発令。

6 時佐々木地区一円、松浦地区一円 1こ麻袋等、

水防資材要訥の電話。輸送車両、消防車の

サイレンに誘導されて各地へ急行。米倉、

中々山、川束（下羽津、虎丸）からも要請。佐

々木地区各地の追路冠水。国道もいよいよ

渋滞で水防資材の現地到着に違れがでる。

6時,15分 1大雨俯報（第 7号）「赤谷総雨Jit382ミリ」

7 時佐々木、松浦、加治、川束保育園、ひまわ

り学園休園。へき地保育所は山内 (10時）馬

穴、荒川、滝谷、大槻(11時）／兌丸(11時30

分）園児帰宅。私立たから保育園（大字則哨：

午後 2時図児帰宅。

7時30分 1新発田川いよいよ増水、舟入町地区で提防

から溢水。市街地も各地で溢水、県道網代

浜線交通不能。佐々木地区各地で必死の麻

袋積み。新発田川佐々木駅前付近溢水。太

田川、丈右ェ l"J橋から山の口までの堤防危

険状態となる。

7時40分 1新発田川左岸（太田川合流地点200m上流） 2

ヵ所破提。佐々木小、中学校臨時休校となる。

自宅待機

松湘小45人（法正橋、松岡）
住吉小13人（本福寺付近、御幸町その他）
菅谷小 7人（五斗蒔）
川束中10人（本間新田）

他は乎常始業

午後は 1時から 3時の問に集団下校

8 II寺1新発田市水害対策本部を市役所内に設昭。

市は全庁第 3配昭（非常体制）をとる。

避雅所llfJ設

市体育館、佐々木小学校体育館

米倉地区公民館
赤谷小学校冬季滝谷分校、滝谷大慶寺

8時 7分 1御幸町 2丁目（金原医院哀付近）四丁川氾濫

による救助活動。

8時 10分 1佐々木、歯恨地区避雅勧告。

歯根40世帯、佐々木239世帯

8時 30分 I束塚ノ目市営住宅30戸、付近の小河川、農
業用水の溢水で床下浸水。老人福祉電話で

被災状況の確認と激励。その後職貝、老人

家庭奉仕貝の家庭訪問。

ひとり逹炉らし老人、老人世帯 5世帯床上の

浸水に対して近所、町内、部落、ボランテ

ィアが手倖いに協力。

8時 45分 Ii竜谷地区に避難勧告。対象63世帯221人
鳥穴、砂山対策本部から砂の運搬要請あり。

8時 50分 I市常住宅新井田第2団地森雨のため7戸雨もり

雨量

fl H 時 l! il 

6 18'. 00~21 : 00 

25 21 : 00~24'. 00 

24: oo-3: 00 

3: 00~ 6: 00 

6 s:oo~ 9:oo 

9; 00~12: 00 
26 12: 00~15: 00 

15: 00~18: 00 

18 : 00-21 : 00 

21'. 00~2,J : 00 

24 ; 00~ 3: 00 

3: 00~ 6: 00 

6 
6: oo-9: 00 

9: 00-12: 00 

27 12: 00~15: 00 

15: 00~18: 00 
18 : 00~21 : 00 

21 ; 00~24 : 00 

24 :oo-3:oo 

3: 00~ 6: 00 
6 6: oo-9: 00 

28 
9'. 00~12: 00 

12: 00~15: 00 

15: 00~18: 00 

合 計

（単位： mm)

市役所 赤谷 炉嬰 二王缶子 備 考

19.0 11, 5 9, 0 13.0 17:00大ffjiJりホ注意報発令

18,0 37.5 26.0 26.0 21:1(）大雨洪水粁報発令

22,0 38. 0 31. 0 33.0 

4 1. 0 37. 0 33.0 ,12. 0 

33,0 36, 5 18.0 24,0 

16,0 4 2. 5 17.0 ✓il,0 

1, 0 38, 0 12.0 39. 0 

o. 5 13, 0 18.0 10. 0 

1.5 5. 0 11, 0 6. 0 

21, 0 19.0 18.0 15.0 

23. 0 ,15. 0 45,0 27, 0 

35,0 51.0 41,0 32.0 

112. 0 55.0 5T. 0 32.0 s:1)I）＇部噂，t"置J,ii4噴対策木

8, 0 25.0 18. 0 18.0 i(）:：i(）m太l破llJ!JIほ糧山1やi(）

9. 0 20.0 25.0 23,0 9•9: :999 人う"ら"9"99mくみ欠9あ9tG団n1

12,0 30,0 26, 0 32.0 

24. 0 15,5 12.0 23.0 

110. 5 22.0 30.0 27, 0 
,,. 0 D. 5 2. 0 、I,0 

6, 5 2. 0 2. 0 ,,. 0 •1:35 ki:fi背恨解除
1. 0 3, 0 7. 0 9. 0 

I. 5 

゜
5, 0 3. 0 9 9 :か59の9ほ69,1 2尖9夜91 8 : 999にさ

3, 5 

゜
4. 0 ,1, 0 l3:{)(）洪水腎報解除

゜゜゜
2. 0 

381. 5 5117. 0 1¥67. 0 1189, 0 



¥¥¥：三］
¥＼ 
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6.26水害
新発田川、太田川

破堤と浸水状況

降り始めから
水害発生時までの降雨量（比較）

（閏雨量）

600 

500 

400 
今回の水害
（観濶地は市役所）

300 

‘ヽ 200 

＇ 
今回の水害,------

9/ 
,9 

II.II測地は赤谷）

， ‘‘ 
/ 7.17水害

9.29水害 ， ,----・11.11測地は赤谷）
II.II測地は赤谷） 、＇ユ‘,

ー•一、 I

‘;；；；1//，／＇ 
/ ／‘’‘ 
9’‘ ヽ 9

水害時の降雨量の比較

S.41.7.17水害 41 5叩

S.42.8.2詠害 379,.

S.46.6.28水害 1 6 4. 59『日

今回の水害 547,, 

゜
IO 20 30 40 50 60 
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日 III寺

27 |'r•9iff ， 
間

剛

経過及び内容

大字曽恨、佐々木地区］こ避雅者収容誘導の

ため市マイクロバス 2台、新潟交通バス 1

台派逍。佐々木地区太田川菩戒及び調査。

9時45分 1股栄市総務課に消防団の応援要訥 (10時 5

分出動）

9時55分上赤谷で輻約15メートルの土砂／Jりれあり。

10 時市内の住家床上没水,19世帯。

10時30分太田川右岸（太田川橋下流350メ＿トル山の

口地内）幅10メートル破堤。濁流、鶏舎を押

し倒し集落へ。さらに佐々木地内へ押し寄

せる。

大雨情報（第 8号）

「赤谷•136 ミリ、今後多い所で200 ミリに達

する見込み」

11 時 I 麻袋、対策本部に 18,•100袋到省。

鳥穴、上中沢、飯島、則清、佐々木（山の

ロ、賀橋くみあい飼料衷付近）下典野から

至急資材輪送要睛あいつぐ。運転貝、作業貝

必死の禎み込み連搬。 (8,000袋の麻袋、大

型中型小型ダンプ延46台）

11時30分大雨情報（第 9号）

11時59分佐々木地区へ救助出動。

'l殺 山の口住民救出について自衛隊派逍を県本
0時35分

部に要睛。自衛隊負80名出動

0 時•10分大雨•ti} 報（第 10号）

0時・・18分佐々木地区へ救助出動ならびに広報住民誘導。

1時30分大雨情報（第11号）

2.  II寺1太田川右岸（くみあい飼料哀）決壊寸前のた

め、現地消防団長から応援要員 100名の要

甜i,Jあり。

2時 5分県災害対策本部に対し、自衛隊の派遣を要睛。

2時30分太田川右岸（くみあい飼料衷）輻10メートル

破堤。山の口地内からの濁流と共に佐々木、

中沢、歯恨地区に浸水。国鉄白新線、国道

7号線、県道盟栄中条線交通止め。

2時55分佐々木地区山の口部落避陣完了。

3 時万十郎川（砂山地内）の溢水が砂山、鳥穴地

区を襲う。島穴、砂山地区に避難勧告。

3時20分 1避難所（佐々木小学校体育館）内に救護所を

間設。保健婦 2名で避雅者の健康調査と診

療準備を開始。新発田市盟栄市北蒲原郡医

師会々長に医師派逍を要請。

3時 10分 1医師会新発田支部より、派逍医師救設所に

到笞。さっそく診療を開始、医師の治療と

保健婦の指導を受けた人33人。患者は疲労

高血圧、切傷、子どもの発熱など。



地域ごとの被災状況

世帯 浸水世帯数
町 名（大字）

世帯 浸水世帯数
町 名（大字）

総数 床上 床下 計 総数 床上 床下 計

新富町 1丁目 83 束新町 4丁目 49 1 10 11 

新富町 2丁目 41 16 16 豊 町 1丁目 156 3 
1 5 

豊~
18 

新富町 3丁目 93 町 2丁目 357 

本 町 1丁目 305 1 51 52 島 潟 117 2 2 

本 町 2丁目 183 3 3 

諏訪町 1丁目 245 1 6 7 大 崎 15 8 8 

諏訪町 2丁目 96 1 6 7 
． 
/‘ 日 町 6 2 2 

諏訪町 3丁目 393 12 72 84 八 幡 60 4 4 
｝ 

大 栄町 1丁目 233 小 友 22 2 2 

大栄町 2丁目 290 浦 新 田 18 19 19 

大栄町 3丁目 2 3•2 浦 76 4 33 37 

大栄町 4丁目 275 100 100 法 正 橋 13 3 3・ 

大栄町 5丁目 314 松 岡 141 30 30 

大栄町 6丁目 73 荒 JII 142 

大栄町 7丁目 新 荒 JII 
6 7 

190 10 1 

中央町 1丁目 187 見 城 2 区 18 ， ， 
7 7 

中央町 2丁目 49 増 J I I 33 2 2 

中央町 3丁目 232 5 5 中 居 14 1 1 

中央町 4丁目 274 5 5 

中央町 5丁目 288 5 5 大 槻 109 ， 20 29 
大手町 3丁目 195 6 6 

大手町 5丁目 224 1 19 20 滝 ・公ロ 64 3 3 

城北町 1丁目 395 50 50 

御幸町 1丁目 299 18 18 車 野 20 10 10 

御幸町 2丁目 411 13 21 34 下 大 友 62 11 11 

御幸町 3丁目 396 
15 

御幸町 4丁目
15 

上 寺 内38 81 3 3 

住吉町 1丁目 176 | 20 20 小 出 67 1 1 

住吉町 2丁目 264 3 
208 

菅 谷 111 5 5 

住吉町 3丁目
203 

187 2 滝 33 5 5 

住吉町 4丁目 228 

｀ 
石 JII 75 4 4 

住吉町 5丁目
10 10 

光127 88 1 1 

西園町 1丁目 356 1 12 1 3 上 中 江 23 4 4 

L酉園町 3丁目 554 28 28 

口舟・入町 1丁目 309 1 苓 荷 欠口 30 7 7 

入町 2丁目 224 〉 6 7 

舟入町 3丁目 6 佐 々 木 335 137 68 205 

緑 町 1丁目 248 曽 根 40 24 18 42 

緑 町 2丁目 36 > 10 10 上 中 沢 57 15 42 57 

緑 町 3丁目 361 日 渡 61 5 5 

東新町 1丁目 139 1 鳥 穴 50 ， 45 54 
東新町 2丁目

54 55 
砂 山 37 18 222 18 36 
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水喧や証滋•経過
日 1時 間 経過及び内容

27 I午後
3時55分
4 11寺

大雨情報（第12号）「赤谷総雨駄474ミリ」

新発田川右岸（佐々木橋下流）幅15メートル

にわたり、破堤。（聖籠町地内）

-9-

4時30分 1現在の交通機関運行吠況

運休汽車 白新線、羽越本線

バス 新潟、松浦、天王、亀塚

雖簡、菅谷、加治、赤谷

川束、中条方面

4時45分 l医師会より救護所に対し、深夜に急忠が発
生した場合の体制について電話で指示。

5 時 1避姉者収容のため、佐々木地区ヘマイクロ

バス 2台派遣。

二葉小学校わき水防土砂500町出しきる。

緊急諭送を依頼400m'

5時30分大雨情報（第13号）

6時35分大雨情報（第14号）

7時56分水害菩戒広報旧市内。

9 時新発田川左岸（太田川合流地点200m上流）

I破堤。
9時30分大雨情報（第15号）

10 時避礁所における診療と指導終了。保健婦 1

名、救護所に当直。患者の介護にあたる。

11時30分＇現在、佐々木小学校避難者数 36世帯101名。
I 

午Ilり
0時30分 1

大雨情報（第16号）

1時 15分 I太田川左岸（貰橋、太田川橋問）決壊寸前。
地元消防団出動。

1時40分太田川（佐々木地内貰檎）杭材輪送。

3時40分大雨情報（第17号）

4時35分 「大雨軍雨注意報」発令。

5時30分著荷谷地区簡易水追の導水管に土砂がつま

り取水不能、さらに送水管も折担して給水

不能、 30戸断水。給水タンクで応急給水。

（午後 0時30分平常給水に復1日）

6時 15分 1太田川左岸（貰橋、太田川橘間）再び危険な

状態となり、市対策本部に応扱要請あり。

6時50分 1下新保から川束1こぬける山通り線、山崩れ

あり。 200m-300mの問隔で 2ヵ所にわた

り道路をふさぐ。

7 時著荷谷、佐々木、沢のロヘ麻袋障送。

7時30分救護所に医師会派逍医師到箸し診療開始。

診療指導を受けた人13人。

8 時 1保健婦、避雅者以外の被災者宅へ電話によ

る保健指導を行う。指導20件。

8時 10分 1土木事務所で破堤ヵ所仮締切および、湛水

排除について協議。 -
~ ~ ~ ~ 



被 害 の状況

区 /刀‘ 人 数 摘 要

死 者 人

A 行 方 不 明

重 佳i

人 軽 ｛蒻

4ヽ 計

全 壊 枡i 世 人 千円

f主 半 壊

B :{9： 9し 失

音I5 硯支 抄l
家 床 上 i受 水 258 258 1, 091 116,732 

建
床 下 i受 水 1, 16 4 1, 16 4 4,656 131,663 

公 共 建 物 3 51 
非 f主家付属建物 334 23,024 

1主 農業関係建物 261 17,009 

物 家 商業関係建物 92 2,826 

錨広工業関係建物 107 2, 619 

4ヽ 計 2, 219 293,924 

流 埋 11. 6 ha 29,850 
田

冠 水 1,088.0 1, 4 2 0 C 

農 灼］
流 埋 1. 0 10,000 

冠 水 77.2 580 

土也 山 林 原 里予
／」ヽ 計 1,177.8 41,850 

［ 
農 業 放E 設 用 167か所 161,500 

材木 業 施 設 用 8 11,650 

7J< 産 業 がt!i 設用

4ヽ 計 175 173,150 

E 農 産 牛勿 490,788 

農 密 産 牛勿 30,000 

産 水 産 物勿 250 
牛勿 材< 産 牛勿
等 4ヽ 計 521, 038 

道 路 50か所 5 2, 2 00 

F 柑§ 梁 1橋 1, 500 

土 堤 防 2か所 38m 4,000 

木
砂 防

i巷 湾

施 海 岸 堤

設 i魚 i巷
,Jヽ 計 57,700 

沈 活と 災

流 失 隻
G 

破 オ且 災

鉄 道 被 害 か所

そ 通 イ言 施 設 回線

7J< 遥 施 設 か所

の 文 教 於g 設 か所

（うち公立文教施設） か所

消 持｝ 旋i 設 か所
f也 商 工 破 害 111,900 

カゞ け ＜ ず れ

そ他 電 圧ヌ1 机E 設
(/) 4ヽ 計

被 害 総， 額 1,199,562 

被害状況報告（最終版）による

（昭和53年7月25日現在資料）
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水埴ゃ証滋•経過

-11-

日 III寺 問 経過及び内容

28 1午 lifI
8時20分

鳥穴、砂山地区にボート 5災、佐々木地区

に 2災を配昭。

9 時市対策本部で破堤ヵ所仮締切に対して消防

団の出動を要嘉

11 時 1太田川右岸（山の口破堤ヵ所）の仮締切資材

輪送。雨は小降りとなる。

11時40分「大雨雷雨注意報」解除。

11時50分 6月27日午前 8時にさかのぼり、災害救助

午後

0時30分

法の適用される。

中々山地区簡易水迫の取水管1こ土砂がつま

り、取水不能となる。また、追路陥没のた

め徘水管が折祖して漏水。（午後 3時30分仮

複 1日）

0時50分 1太田川上中沢地区破堤ヵ所締切作業に市対

策本部より出発。山の口破堤ヵ所は、渇水

地区から｝IIへ流れ出し始める。

大雨情報（第18号）

1 時 1救護所で底師の論旗llf]始。高血庄の忍者が

多い。

1時20分 I避蝋者収容のため、．為穴、砂山地区へ市マ
イクロバス］台派逍。

1時30分 1医師会々長、事務長救護所に来所。医薬品

医釈盛具の補充、カルテの作成等診療体制

について指示。

消防団11(）名、土木事務所派逍作業貝30名計

140名で太田川右岸（くみあい飼料哀）破堤

ヵ所の仮締切作業に入る。 トラックつき場

から麻袋を迎ぷ列200メートルにおよぶ。

深さ 3メートル、長さ 10メートル。

杭打ちも雅しい。仮さん橋も架ける。麻袋

の投人3,00(）袋、ようやく水而に出る。ぬれ

骰を既にして作業を進める。重い麻袋、長

い距IillI;、キッィ i:I:'1>も一刻も早い複1日へと

黙々と続く。

3 時 I資材の追加要聞あり。宜古木、下羽津、下
石川からのIぷぷ袋要，ii'i。

市役／i/fI星上総雨！it38:lミ')。

2時 JO分 1太田川右料（くみあい飼料衷）破提ヵ所、仮

締切完了。

7 時 I；敗渡所で医師診•/ぶtl}il 始。診療、指導をうけ

た人25人（診療午後 9時 15分まで）｛呆1建婦 I

名救護所に当直、忍者の介護にあたる。

9時30分 1資材の補充、残数確認。

通学等学校関係

佐々木小、中学校、松浦小学校臨時休佼

自宅待機……束中学校34人（流川地区）

他は平常授業、荒川小学校給食中止。



救助の実施状況

実支出額 申 主
月
―-I-R 
額

区 分 員 数 単 価 金 額 円 単 価 円
基準額 備 考

円 円

1災害救助費

(1)収容施設供与費 延 524人 55 28,660 65 28,660 

避難所設置費 延 524人 55 28,660 65 28,660 

仮設住宅設瞑費

12款出しその他食品費 延 4, 4 7 2人 895 1,333,503 500 745,500 

炊 出 費 延 4, 4 7 2人 895 1,333,503 500 745,500 

その他食品供与費

(3)飲料水供与費

(4)被服等給与費 258世帯 9, 413 2,428,538 1,000,159 

全壊流失分

半壊、床上没水分 258世帯 9, 413 2,428,538 1,000,159 

(5)敷物給与費

(6)医療及び助産

医 療 費

助 産 費

(7)救 出 費 11 8 267 31,500 267 31, 5 00 

(8)住宅応急修理費

(9)生業資金貸与費

(10)学用品給与費 2 1, 707 1, 707 

（イ）教 科 t タIt 2 1, 707 1, 707 

小 学 校 1 208 208 208 

中 学 校 1 1, 4 99 1, 4 99 1,499 

（口）その他の学用品

小 学 校

中 坐子 校

(11)埋 葬 費

大 人

小 人

(12)死体捜索費

(13)死体処理費

処 理！ 料

一時保存料

検 案 料，

(14)障害物除去毀

(15)輸 送 費 170,870 170,870 

(16)人 夫 賃 6, 120 6, 12 0 

(17)実費弁償費

2事 務 毀 743,128 99,226 

合 計 4,744,026 2,083,742 
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水索囀滋棗•経過
日 I時 間 経過及び内容

丁

28 9時30分
午後 通園等保育園関係

佐々木、松浦、川束、ひまわり学園休園

園底に冠水した、 tl,J水谷、南、住吉、

川束保育園、私立ルンビニ1呆育園、菅谷、
板山保育所に消毒剤配布。，為穴保育所が

地区対策本部となり休園。

午lifJ
29 | 8時30分

市内全域で土木施設被害調査始まる。

米倉地区公民館、滝谷大慶寺、赤谷小学校

冬期滝谷分校、市体育館の避難所28日で閉

鎖。

11 

9 時 I土木事務所と太田川調査（丈右衛門檎から
下流）

山の口地内の破堤、仮締切等検討

湛水排防の方法、ポンプの要請

国追1'号線歩追橋付近、111液より:JOcmくらい滅水

9時現在の交通不能個所

県遥新発田網代線、国道290号線法正

椅付近、盟栄中条線追分 3又路

時 1市対策本部へ麻袋10,000袋到'ilf。

午後

1 時 I
渇水作業にポンプ8台、発電機 2台送る。

山の口破堤ヵ所の締切準備、地元住民独力

で始める、舟の準備、30日の1反締切決定を本
部を通じ消防団へ要睛。

1時現在の交通不能個所

新発田、新津線 京ヶ瀬村前山地内

盟栄、中条線 新発田佐々木地内

京ヶ瀬村関谷地内

笹神村高田地内
新発田市砂山地内

国道29()号線 新発田市法正橋地内

（松岡III檎檎台流下）
新発田、津川線 三川村新谷地内

水原町稗川原地内

｀杭木、麻袋を国遁7号線太田川橋詰へ送る

山の口の湛水徘除をポンプ 3台で開始。

］時間に30cm水位低下。家屋の土台あら

われる。

5 時 1佐々木橋（新発田川）左岸上流、農協倉庫脇

もポンプ 3台、発電機］台で湛水排除を開始

ツJ

嘔亨呵

7 時 I 救跛所で医師診療1}I•J始。休日夜間救急診療
所の看設婦も今日から救護所に。

7時30分 1山の口地内の湛水排除完了。

ポンプ 3台を佐々木橋詰へ移し、計 6台の

ポンプで夜を徹しての湛水排除。

9 時 I土砂の補充。車両の点検。
29日現在の公共土木施設の被害まとめる。

診療終了。診療、指導を受けた者26人。高血

圧と便籾の忠者が大部分。保健婦1名当直。

今後に備えて医薬品、医療器具を補充。

老人の患者から「昨夜はよく眠れたので今

日は気分がよい」と礼をいわれた。
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清掃対策
新発田川附近ゴミステーションのゴミは、ほとんど流失前に収梨、

被災地域のゴミについては、地区対策本部と収集計画をたて、収集

可能地区より、市有車全車両と一部民間トラックを借り上げ全部収

躾した。収菓したゴミは約500トン、焼却場と埋め立てで処理した。
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？k釦記・経過
日 1時 問 経過及び内容

29 I 午後， 時 I通学等学校関係
佐々木小学校臨時休校
佐々木中学校60％登校
授業は午前中で打ち切り。他は乎常授業。
松浦小学校は迂回路で通学。

通園等保育園関係

佐々木保育園早朝から消毒、 ti!J掃。その
後、保母全具で園児の家庭訪問。

避難所における地域別避難者数
(7月2日現在）

30 I午前 佐々木小学校臨時休校
7時40分 ゜
8 時国道 7号線交通規制解除。

8時30分太田川右岸（山の口地内）破堤ヵ所仮締切作

業のため、現地へ市対策本部より出発。

9 時 1締切作業始まる。杭打、麻袋迎ぴ、堤防か

らと舟での 2面作戦。消防団只 300名、現

地指導只等43名、総勢 340名の人海戦術で

ある。

9時,10分麻袋の追加要請。 300袋急送。

10 時第 1頭首工の1’'］扉を開くことについて関係

土地改良区と協議（明日、昼まで閉じるこ

とにした）

10時30分馬穴保育所哀道路浸水なし。30cm水位下がる

11 時太田川右岸、締切作業のための杭木30本、

麻袋2,000袋、砂40記の追加。

著荷谷、下新保、土砂崩壊取り除き実施。

二王子ダイヤ工芸工場内、油流出。消防署

現場へ急行し、中和剤散布。

午後 f呆1建婦全負、佐々木、歯恨、上中沢地区被災
1 時

家庭へ健康調査と保健指導に向う。

4 時太田川右岸（山の口附近）破堤ヵ所延長20メ

ートル余も、約10,000袋の麻袋により仮締

切完了。

5時30分「雷雨大雨注意報」発令。

7 時救設所で医師診療開始。高血圧と便籾の老

人がほとんど。明日、帰宅する鳥穴方面の

忠者に薬剤 2日分だす。

こ 6/27 28 29 30 7 /I 2 計

佐々木 69 46 5 1 121 
(31) 1191 141 Ill (55) 

曽 根
6 6 l l 14 
121 12) (I) Ill 161 

上中沢 6 I 1 l 
， 

121 Ill 11) Ill 151 

鳥 穴 14 23 23 23 83 
14) 191 (9) 191 1311 

砂 山
3 36 31 30 26 22 148 
Ill 1101 1151 1141 (16) (141 (70) 

計
98 112 61 !i6 26 22 375 
(40) 141) (30) 1261 1161 1141 (167) 

※
 
）内ば世帯数 （単位：人）

7時15分「雷雨大雨注意報」解除。

8 時救護所診療終了。診療、指導を受けた人24人
-7 --l―――---" --＂ --------------------------------“.．°““---““-0 -駆------
4腐lfJ 時県議会災害対策特別委具来庁、現地を視察。
午後
（）時10分

鳥穴、砂山道路浸水なし。 （馬穴衷手深さ

20cm湛水）福幽潟周辺まだ冠水中。

馬穴、砂山部落、床上浸水家屋なくなる。

1 時 1国会議員来庁、現地を視察。

通学等学校関係

佐々木小学校臨時休校

通園等1呆育園関係

｛左々木保育園保育再開
-----------•卜—-------------------------------------------------“-・ ---▲ 
3
 

／
 

1
/
 6 • 26水害対策特別委員会設瞭（市議会）
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炊き出し数(7月2日颯在）
（単位．食）

＼ 場 : ［ i5 
立)f,¥ l 
・栄1大11r11諏91/,r j 

計
々 闊 七目rニ丁目

所 木

: 昼 100 100 

夕 llO 20 130 

朝 115 450 20 585 

28 1,1 110 500 

゜
610 

夕 130 520 

゜
650 

朝 125 340 465 

29 昼 125 300 25 450 

夕 80 200 280 

朝 70 150 30 250 

30 昼 70 230 30 330 

夕 60 190 30 280 

朝 30 30 60 

： 昼 40 30 70 

夕 28 30 58 

朝 25 30 55 

2 昼 21 30 51 

夕 18 30 48 

,i I• 1,257 2,880 295 40 4,472 



応急対策の状況
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概況

6月25日午後 6時頃から降り出した雨は27日までに、赤谷では

全国で 2番目の520ミリを記録し、市役所の雨景計でも27日午後

8時現在312ミリに達し、市内各所に被害をもたらした。

市では、ただちに県に対し、被害状況や避難人員等を報告する

とともに、災害救助法の適用を申請した。

6月27日午前 8時水害対策本部を設固し関係機関へ連絡すると

ともに情報の収集、応急資材の調達・被害状況の把握・市民への

広報救助用ボートの配備・避難所の開設等諸措置を次々に講じ災

害を最小限にくいとめるよう鋭意努力した。

一方佐々木地区における救助活動を推進するため27日午後 2時

5分、県消防防災課を通じ地元自衛隊の出動を要請した。

次第に災害規模は拡大され、 28日午前11時50分 6月27日午前 8

時にさかのぼり災害救助法の適用が決定し、救助事務は、法のも

とにすすめられることになった。

救助対策

市は対策本部を設置すると同時に 6月27日午前 8時に市体育館

佐々木小学校体育館・米倉地区公民館・赤谷小学校滝谷分校・滝

谷大魔寺を避難所に指定し被災者の救出、救助を実施したほか、

炊きだし、被服、寝具等生活必需品の給与等を実施し救助の万全

を期した。

民生対策

災害発生と同時に生活保護世帯の状況を調査し、単身老人世帯

等については職員を派遣しタタミ等の禎上げを行い知人宅への避

難を完了した。低所得世帯に対しては社協等関係機関と連絡をと

り、小口資金及ぴ世帯更生資金の借入れ指導を実施した。

衛生対策

[>浸水家屋の防疫活動

床上・床下浸水した家屋には、病害虫発生防止のため水の引い

た地域から一斉に、防疫活動を実施した。

[>石灰とクレゾール石けん液を配布

浸水した世帯、約1,440世帯に石灰を配布、 680袋の散布を完了

するとともに、床上浸水世帯にクレゾール石けん液による消者を

実施した。

[>防除体制

浸水地域、約1,440世帯に機械による薬剤散布を実施した。防



除体制として 7班の防除班を編成し、連絡区長を通じて実施した。

P浸水地域の公害防止

浸水と同時に、事業所に公害防止を呼びかけるとともに、一般

事業所から浸水によって流出した油類が、各地で多凪にみられ、

農作物への影響が心配された。

このため、油類、その他の事業系の物質で汚濁の恐れのある施

設については、適切な管理を呼びかけた。

商工業対策

商工業者で被害対象の商店については、市内金融機関及び国民

金脚公庫で次のような特別融資制度を設けた。

融資限度額は、市内各金融機関は1,000万円以内、国民金臨公

庫は、普通貸付限度額1,200万円以内、既に借入額がある場合は

限度額に400万円を加えた額から既借入れ額を差し引いた額以内。

また、利率は、年6.0％から7.5％で便宜を図った。

その他、現行制度を中心に十分相談に応じた。

農林対策

被災農家に対し自作農推持資金及び市農業経営改善資金の貸付

けを指導した。また冠水水田の滅収防止のため、特に病害虫防除

の徹底を図った。

土木対策

新発田川・太田川・万十郎川・芋卸川・松岡川・中田川・赤沼

川・後川支川・綱木川支川・北ノ入川・板山川・乙見江•宮田川

姫田川・不又川・福島潟・真木川支川・荒川川・大関川・中野川

新井田川・小出川・緋雉川・沢口川・蟹川の破堤、決壊に備え麻

袋・長木・砂等の水防資材を現地に急送し、消防団員の出動、地

域住民の応援を得て水防活動を実施した。

また、市街地においては危険防止のため縄張等を実施した。

その他

水害住宅復旧資金の融資制度を創設するとともに、市税及び国

保税の減免、徴収猶予、国民年金保険料の免除、水道料金の滅免

の措置を実施した。

このほか、水害特集号、広報しばた水害特集合併号の全戸配布

を行うとともに、国・県の援助を要請した。
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巳モ26水害感謝状贈呈団体名簿

団体名

陸上自衛隊新発田駐とん地

新発田電報電話局

新発田市消防団

籾高沢組

株）石井組

いじみの荘

三ノ町防設団

上鉄・旭町防護団

束町防設団

住吉町 1丁目防護団

住吉町 3区町内会防護団

大栄町6丁目 6番街区住民一同

東新町 2丁目町内会

束新町 3丁目町内会

大崎部落

八幡部落

小友部落

浦部落

浦新田部落

松岡部落

荒川部落

大槻部落

中々山部落

東姫田部落

西姫田部落

下羽津部落

虎丸部落

古寺部落

下新保部落

著荷谷部落

佐々木部落

曾根部落

上中沢部落

日渡部落

則消部落

則消新田部落

西宮内部落

北簑ノロ部落

西蓑ノロ部落

飯島甲部落

飯島乙部落

下興野部落

飯島新田部落

太田新田部落

鳥穴•砂山部落

滝谷部落

功 労 内 容

救助・救出活動に貢献

避難所及び地区対策本部の臨時・仮設
電話の設置

水防及ぴ堤防締切に貢献

水防従事者及び物資の輸送に貢献

水防従事者及び物資の輸送に貢献

水防活動に協力

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献

水防活動に貢献
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新発田川恒久的治水対策

新発田川の恒久的治水対策と

しては、下流から

新発田川放水路

現新発田川改修

新発田川バイパス

の三つの柱からなっており、そ

の計画は福島潟とともに昭和41

42年の羽越水害を契機に、新井

郷川水系の抜本的治水対策の方

針が決定し、このうち新発田川

太田川流域の改修計画として、

その合流点附近から新潟東港へ

放水路で洪水を流下させる方法

が、新井郷川中小河川改修事業

の一環として昭和44年度から事業計画が県営事業として認可され
たものである。その後、関係省庁との協議を経て県から放水路計

画が本市ならぴに聖籠町に提示され地元説明会が開催された。

1. 新発田川放水路

(1) 水利計画

計画高水流量

流域面積

確率年

計画日雨量

(2) 河道計画

改修延長

河巾（流路巾）

縦断勾配

堤防天端巾

余裕高

550 m3/ sec 

76, 0 km 

1 / 50年

山地 353mm 

平地 300mm 

3, 400m 

73. 0m 

水面 1 / 5, 838-1 / 1, 754 

河床 1 / 2, 500-1 / 2,000 

4. OOm 

1.5-1.0m 

言十恒恥荒量配タト図
ー

／
 ／
 

8ヽ

)

I

ヘ9
.

／
 

ー

／
 ー

日
本
海
~
東

港

新発田川放水路

ー 550

単位： m3Isec 
（ ） 合流量

く〉現況

三9/
l l / ／ /、 Jリ

発lぷ／

開員
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聖篭町関係地域では、放水路によって

1.地下水位が低下し、農作物に影響を与える

2. 部落が分断される

3. 潮風によって農作物に被害を与える

4.農地の滅少によって営農計画がたたない、今後の生活に不

安がある。

5. 農林省改修事業の負担金の肩替り

6. 代替地が求め難い

等の問題が生ずるため、放水路には賛同しかねるとして、今後一

切話し合いには応じられないといった状況が53年の6.26水害時ま

で続いた。一方、上流の佐々木地区では、その後も46年の6.28水

害や48年の6.24水害等によって常に水害の恐l布にさらされている

ため、一刻も早く放水路の建設を要望するとして、 48年度に地形

測量を実施し、 49年度に丈量測鼠（一筆測量）を実施し用地買収

の早期着手を訴えてきた。市もこれにこたえて、 49年7月1日付

で新発田川分流対策室を設置し関係機関と地元の窓口を設けた。

県も地元の要望に応え上流の佐々木地区からも用地買収に着手す

る方針を決め、 51年度から着手したものである。

また、 52年度には聖篭町二本松地区の同意を得て地形測量を実

施することができた。

さらに、 53年の6.26水害を契機に福島

潟新発田川放水路促進期成同盟会と関係

5市町村が一体となって放水路促進の署

名運動を行って38,000余名の署名を携え

て建設大臣、大蔵大臣、県知事、県議会

議長に陳情。聖篭町の関係地域において

も放水路の必要性について認識が深まり、

現在、別行・大夫興野の 2部落で説明会が

開かれ、杉谷地部落も役員の交替を待っ

て説明会が開催される運ぴとなっている。

佐々木地区の用地買収は

昭和51年度農地 3,144m2、20,000干円

昭和52年度農地 4,598m'
家屋 1件 30,000千円

昭和53年度農宅地 5,848.72m2
家屋1件 50,000千円

であるが54年度以降は監篭町地域の状況

が好転しているので一層促進されること

になろう。



2. 新発田川上流の対策

放水路上流の計画については、 46年6.28水害によって市街地

は甚大な浸水被害を受けたため、市の要請によって47年に県が

主体となって調査検討の結果、放水路上流の改修、．新発田川バ

イパス計画、中田川合流点付近の局部改修計画が策定され、局

部改修事業は48年度から実施に入っている。

河川配置計画
項 目 第 1 案（現川改修案）

改修延長：祈発田IIIL-8.!lkm中田Il|L-6．弱km

太田IIIL•6ふkm

305 祈梵111111550 150 309 祈梵III!ll 150 
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現況河川を改修するものである。

河川配縦

計画

項 目 第 3 案（バイパス案）
改修延長：祈徒ll!IIIL叫l.2,I畑 ，I屯IIIIL-6.5km
新発Ill川捷水蹄L-1.Thm太旧IIIL-6.6畑

5_50 

河川配謹
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新発田川の羽越本線上流域からの流厭
40"Ysを市街地の南側に新水路（御幸パ
イパス）を作ってウ回させる。
市街地の流凪は都市下水路（祈発田市）
で流す。

第 4 案（太田川分流案）
改修延長：祈発llllllL白 8，楳m巾IIl!IIL-7,95km
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河川配鷹

計画

新発田川の羽越本線上流城からの流鼠 1新発田川最上流城約2.0k面を山王附近
40"Ysを市街化区域の外側（白新線沿）に で太田川へ分水する。
新水路（バイパス）を開削し富塚附近で
新発田川へ合流させる。

新発田川バイパスは 4つの案があり、市は議会や関係機関の意見

をとりまてめ県に対して第 3案を希望する旨を回答。

この事業は、放水路と密接な関連があるため、放水路の進捗状

況に合わせて実施することになろう。
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新発田川放水路促進に関する経過
年月日

47. 9. 2 

9. 2 

11. 8 

48. 1. 5 

1. 16 

1.16 

11.12 

49. 7. 1 

8.16 

8. 24 

50. 7. 9 

11. 27 

12.13 

51. 1. 13 
2. 2 

3. 30 

7. S 
7.17 

7.17 

7. 26 

8. 5 

8. 30 

9. 3 

11. 4 

52. 5. 4 

7. 29 

9. 8 
11. 4 

11.16 

12. 2 

53. 2. 21 

2. 27 

7. 6 

7. 22 

8.11 

9. 2 

10. 26 

12. 5 

54. 1. 29 

2.15 

3. 29 

行事・内容

会

情

請

情

情

情

情

明
説

陳

要

陳

陳

陳

陳

阻
合

新発田川分流対策室

佐々木地区説明会

代表者会議

要請
陳情

陳情

要請
1新発田型篭両市
村議会合同会議

新発田型篭両市

村議会合同会議

要請

陳情

要請

要請
陳情

型篭村

県河川課

市内農協連絡協議会

I型篭村議会
建設省及び 2 区

1 選出国会議員

代表者会議

陳情

陳情

要請
陳情
代表者会議

陳情
陳情

陳情

要請

陳情

陳情

新発田・型篭両市

町議会合同会議

放水路促進大会

新発田市・聖篭町議会

新発田川放水路促進協

議会

陳情、署名薄提出

陳情、署名薄提出

陳情先等

課

課

篭

ー

ー

篭

J

I

 

河

河

型

県

県

聖

市長・議会特別委員・県議

同上

市長他

市長他

市長他

市長他

市長、議長議会特別委員会関係市町村長、

国県会議員

設置

地元佐々木区長、市長、県土木事務所長他

市長、関係市町村長、議会議員他

村市長他

長他市長他

長他議会特別委員会

村市長他

市長、村長、議会、土木所長他

I 
県土木部長他

聖篭村長他

県議会建設企業委員会

県土木部長他

県河川課長

2区選出国会議員

建設省地元国会議員

聖篭村長・議長他

建設省・大蔵省

県知事他

北陸地建局長他

建設省・大蔵省

聖篭町長・議会

建設省、地元国会議員

県知事他

建設省・大蔵省

地元国会議員

県知事

別行説明~，会
太夫典野説明会

陳情 I建 設

参 加

市長、町長、議会、土木所長他

市長他

議会特別委員会

市長他

議会特別委員会

市長、村長、両市村議会

県土木、町長、議会、別行部落

県土木、町長、議会、別行部落

省 I市長、町長、両市町議会他

者

関係 5市町村長、議会、県知事他地元国県

会議員

市長関係市町村長他

市長、関係市町村長他

市長、議長、特別委員会

市長、関係市町村長他

市長、関係市町村長、関係市町村議会他

市長、関係市町村長他

市長、関係市町村長他

市長、関係市町村長他

市長、議会特別委員会

市長、町長、両市町議会議長、特別委員

市長他

市長、町長、両市町議会議長、特別委員県

県知事、国県会議員

関係 5市町村長、議会、住民 ?000人

町長、両市町議会、特別委員会

関係 5市町村長、常任委員 署名数38,000

余名 | 

’’ 

I 
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零） 陳 情 書
昭和 53年2月27日

建設大臣
大蔵大臣殿
県知事

新潟県新発田市長富樫 會

新潟県北蒲原郡聖籠町長平野 力太郎

新潟県新発田市議会議長佐藤精

新潟県北蒲原郡聖籠町議会議長渡辺権一

新発田川放水路建設促進に関する陳情

1，陳情の要旨

(1) 新発田川放水路の早期建設をはかるため昭和53年度事業費を大巾に増

額して項きたい。

(2) 上流部の局部改修を早急に完成して項きたい。

(3) 当面の水害対策として現川の河積を拡大し、流最の増大をはかる措置

を講じて項きたい。

2，陳情の理由

新発田川、太田川流域は昭和41•42年の連年集中崇雨による大水害をはじめ

幾多の水害を受け、その対策については累年ご要望申しあげてきたところで

あります。

ご当局におかれては地域の要望に応えられ、水害常襲地帯の解消をはかる

ため、新発田川放水路の建設を計画され、昭和51年度から上流の佐々木地区

から用地買収に着手し、 52年度には、下流聖籠町地域関係者の理解と協力を

得て、一部二本松地区の地形測風を実施いたしております。また、上流の局

部改修についても昭和48年度から用地買収に着手いたしているところであり

ます。

しかしながら、この放水路建設予定地の大半及ぴ局部改修部分の約半分は

聖籠町の行政区域であり、同町は新潟東港あるいは、新々バイパス等の大規

模プロジェクトによる開発がすすめられておりますため、当該地域では今後

の営農計画、生活設計等、多くの悩みをかかえている現状でありますが、一

刻も早く地域から水害をなくしようということについては、地域住民の総意

であります。

また、国の政策である水田利用再編事業についても、湿田地帯を多く抱え

ているこの地域では真剣に取組んでいるところであります。放水路が建設さ

れて、湿田が乾田化すれば畑地に転換することも可能となり、より一層国の

施策に即応できる地盤状況となりうるものと思考されます。

つきましては、ご当局におかれても、財政ご多端のおりとは存じますが、

何とぞ当地域の実情をご賢察くだされて、新発田川放水路の早期建設ならぴ

に、上流部局部改修事業の早期完成のために、昭和53年度事業費の大巾増額

について、格別のご理解と、特段のご高配を賜わり、併せて当面の水害対策

として、現川の河積拡大について、ご配慮を項きたく、関係市長、町長なら

ぴに関係議会議長連署のうえ、陳情する次第でございます。
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裏） 陳 情 書
昭和 54年 3月29日

建設大臣

大蔵大臣殿

県知事

新潟県新発田市長近 寅彦

新潟県北蒲原郡聖籠町長平野力太郎

新潟県新発田市議会議長佐藤精

新潟県北蒲原郡監籠町議会議長 渡辺権一

新発田川放水路建設促進に関する陳情

1.陳情の要旨

(1)新発田川放水路の建設促進をはかるため、昭和54年度事業費を大巾に

増額していただきたい。

(2) 上流部の局部改修を早急に完成していただきたい。

(3) 当面の水害対策として、現川の河積を拡大し流量の増大をはかる措置

を講じていただきたい。

2. 陳清の理由

新発田川太田川流域は、昭和41年、 42年の連年集中豪雨による大水害をは

じめ幾多の水害を受け、その対策については累年ご要望申しあげてきたとこ

ろであります。

ご当局におかれては地域の要望に応えられ、水害常襲地帯の解消をはかる

ため、新発田川放水路の建設を計画され、昭和51年度から上流の佐々木地区

から用地買収に着手し、 52年度には、下流聖籠町地域関係者の理解と協力を

得て一部二本松地区の地形測鼠を実施いたしたところであります。

しかしながらこの放水路建設予定地の大半は聖籠町の行政区域であり‘同

町は新潟東港あるいは‘新々パイパス等の大規模プロジェクトによる開発が

すすめられておりますため、当該地域では、今後の営農計画、生活設計等、

多くの悩みを抱えているところであります。

しかしながら昨年の6.26集中蒙雨によって、 7.17・ 8.28水害を上回る程の

大被害を受けたため、この水害を契機に関係地域では、再ぴ水害を起すまい

という気運がとみに高まり、関係部落では放水路建設計画の説明会を開催し

関係者の理解と協力を得ながら地元の協力体制を鋭意整えているところであ

ります。

つきましては、ご当局におかれましても、財政ご多端のおりとは存じます

訊何とぞ当地域の実情をご賢察くだされて、新発田川放水路の早期建設なら

ぴに上流部局部改修事業の早期完成のために昭和54年度事業贄の大巾増額に

ついて、格別のご理解と特段のご高配を賜わり、併せて当面の水害対策とし

て現川の河積拡大について、ご配慮を項きたく、関係市長・町長ならぴに関

係議会議長連署のうえ、陳情する次第でございます。
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